
2017（H29）⼤学院シラバス

社会福祉学専攻 ／ 保健医療福祉政策・計画・運営分野
授業科目 

ソーシャルワーク実習 

授業の概要
認定社会福祉⼠のための単位を取得しようとする修⼠課程の⼤学院⽣が、⾃らの職場で⾏っている実践について指導教員に報告しなが
ら、その現状と課題について⾃ら分析し、スーパービジョンを受ける。

授業の目的
職場での実践について多⾯的に理解を深め、より⾼度な ソーシャルワークの専門的技能を修得することを目的とする。

学習目標 
⾃分が所属する職場での実践を報告する。
⾃⼰の職場での実践を分析・考察する。
職場での⾃⼰の実践の発展⽅向を展望する。
職場での⾃らの役割を理解する。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法 
院⽣による報告の内容と討議への参加状況によって評価する。

履修上の留意点
⾃分の所属する職場における⾃⼰の実践等について分析・考察し、発表・報告できるようにする。
認定社会福祉⼠単位取得コースに在籍する院⽣のみ履修が可能である。

オフィスアワー・連絡先
各教員に問い合わせること

担当教員名
丸⽥ 秋男、 渡邉 敏⽂、 寺⽥ 貴美代、 鈴⽊ 未来

対象学年 1・ 2 対象学科 社会福祉学

開講時期 前期・ 後期 必修・選択 選択

単位数 8 時間数 120

授業計画・学習の主題 担当教員

各院⽣が実践報告を⾏い、その実践内容について履修者が討議することで考察を深め
ることを主たる学習形態とする。

院⽣が指導を受けることを希望する特別研究担
当教員が担当する。

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書

参考書

その他の資料 必要に応じて担当教員が⽂献等について指⽰する。


